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　“ビアズリー展オープン”　（9月4日まで、岡崎市美術館）

　芸術の秋にひと足早く、“ビフフズリー展”を開催。

若くして亡くなり（1872～1898）世紀末の肪mと嶺麗を描いた彼の作風は、いまの

人t^ち『m^^mﾚ0かけろのでによう。、
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日
ご
ろ
の

　
　
　
心
が
け
と
準
備

　
災
害
を
未
然
に
防
ぎ
、
被
害
を
最
少
限

に
く
い
止
め
る
た
め
に
、
日
ご
ろ
か
ら
次

の
よ
う
な
こ
と
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

○
　
地
域
の
特
性
を
調
べ
、
過
去
に
ど
ん

　
な
被
害
が
あ
っ
た
か
、
ま
た
、
ど
ん
な

　
災
害
が
発
生
し
や
す
い
か
を
知
っ
て
お

＠
　
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
、
家
族
や

　
隣
近
所
の
間
で
話
し
合
い
を
し
て
お
く
。

＠
　
家
の
内
外
の
危
険
箇
所
を
事
前
に
点

　
検
修
理
し
て
お
く
。

｜

台
風
が
近
づ
い
た
ら

　
台
風
は
急
に
進
路
を
変
え
た
り
、
速
度

を
速
め
た
り
し
ま
す
。
風
は
中
心
が
そ
の

地
方
の
す
ぐ
西
側
や
北
側
を
通
過
す
る
と

き
に
最
も
強
く
、
通
過
後
も
し
ば
ら
く
は

吹
き
返
し
の
強
い
風
に
注
意
が
必
要
で
実

ま
た
、
雨
は
台
風
の
中
心
か
ら
か
な
り
離

れ
た
場
所
で
も
集
中
的
に
降
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
進
路
か
ら
そ
れ
た
か
ら
と

い
っ
て
油
断
は
禁
物
で
す
。

　
こ
の
た
め
、
台
風
が
日
本
に
近
づ
い
た

と
き
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で
最
新
の
台

風
情
報
を
よ
く
見
聞
き
し
、
状
況
に
応
じ

た
す
ば
や
い
行
動
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

○
　
外
出
や
旅
行
は
で
き
る
だ
け
や
め
る
。

＠
　
建
物
な
ど
の
補
強
や
処
置
に
、
手
落

　
ち
が
な
い
か
、
も
っ
一
度
よ
く
確
認
し
、

　
応
急
処
置
を
す
る
た
め
の
大
工
道
具
、

　
材
料
、
く
ぎ
、
針
金
な
ど
を
そ
ろ
え
て

　
お
く
。

＠
　
停
電
し
た
と
き
の
た
め
の
懐
中
電
灯
、

　
携
帯
ラ
ジ
オ
、
予
備
電
池
、
ロ
ー
ソ
ク
、

　
火
を
使
用
し
な
く
て
も
よ
い
食
糧
、
水

　
筒
に
入
れ
た
湯
。
救
急
医
薬
品
な
ど
を

　
用
意
す
る
。

○
　
浸
水
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
は
、
家

　
具
な
ど
を
高
い
と
こ
ろ
へ
移
す
。

＠
　
避
難
す
る
と
き
の
携
行
品
を
非
常
袋

　
に
入
れ
て
お
く
。
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●

建
物
な
ど
の

　
　
　
補
強
や
処
置

　
建
物
な
ど
の
補
強
や
処
置
は
、
風
上
側

だ
け
で
な
く
風
下
側
に
も
注
意
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
風
上
側
で
は
押
す
力
が
、

風
下
側
で
は
引
く
力
が
か
か
り
、
建
物
な

ど
を
破
壊
す
る
風
の
力
は
、
ど
ち
ら
側
も

同
じ
く
ら
い
あ
り
ま
す
。

○
　
看
板
や
外
に
あ
る
も
の
は
、
し
っ
か

　
り
と
固
定
す
る
か
、
安
全
な
場
所
へ
か

　
た
づ
け
る
。

＠
　
建
物
の
ま
わ
り
の
排
水
を
よ
く
し
、

　
浸
水
の
お
そ
れ
の
あ
る
箇
所
は
、
土
の

　
う
な
ど
で
処
置
す
る
。

＠
　
雨
戸
や
窓
は
、
板
を
く
ぎ
づ
け
に
し

　
た
り
し
て
補
強
す
る
。

○
　
窓
ガ
ラ
ス
に
、
×
状
に
セ
ロ
テ
ー
プ

　
を
は
っ
て
割
れ
に
く
く
す
る
。

＠
　
戸
の
内
側
に
か
ん
ぬ
き
を
し
て
、
た

　
わ
み
を
防
ぐ
。

避
難
を
す
る
と
き
は

　
避
難
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た

と
き
は
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
、
冷
静
迅

速
に
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

○
　
火
の
元
の
確
認
、
戸
締
り
を
確
実
に

　
す
る
。

＠
　
防
災
関
係
者
の
指
示
に
従
い
、
家
族
、

　
隣
近
所
そ
ろ
っ
て
行
動
す
る
。

＠
　
服
装
は
行
動
し
や
す
い
も
の
を
着
用

　
し
、
頭
に
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
な
ど
を
か
ぶ

○
　
携
行
品
は
、
最
少
限
度
の
必
要
品
の

　
み
と
す
る
。

＠
　
切
れ
た
り
、
た
れ
さ
が
っ
た
り
し
て

　
い
る
電
線
に
は
絶
対
に
触
れ
な
い
。



４

岡
崎
公
園
再
整
備

城
址
公
園
構
想
具
体
化
へ
／
｀

　
岡
崎
城
址
公
園
構
想
の
原
案
が
ま
と
ま

り
ま
し
た
。
こ
の
構
想
は
、
同
公
園
の
歴

史
性
を
生
か
し
、
豊
か
な
緑
を
保
全
し
、

城
址
公
園
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
を
高
め
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
一
層
魅
力
あ
る

公
園
と
し
て
整
備
す
る
の
が
狙
い
で
す
。

　
今
後
、
城
址
公
園
整
備
懇
談
会
（
太
田

一
夫
会
長
）
な
ど
市
民
各
層
の
意
見
を
反

映
さ
せ
な
が
ら
、
こ
の
構
想
を
具
体
化
の

方
向
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ｙ

公
園
緑
地
課

　
　
豊
2
3
－
6
２
5
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Ｉ
切
越
の
八
面
塔
皿

お　か　ざ市政だより日１月昭和58年９
５

河
合
ブ
ロ
ッ
ク

榊
原
敏
満
（
生
平
町
）

　
額
田
町
に
接
し
、
岡
崎
の
東
北
端
に
位

置
す
る
切
越
町
は
、
町
全
戸
で
四
軒
し
か

な
く
、
本
市
で
最
小
の
町
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
民
家
の
北
方
の
裏
山
は
、
大
樹
の
森
に

囲
ま
れ
、
尾
根
の
中
腹
に
約
六
十
平
方
メ

ー
ト
ル
の
平
場
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
自
然

石
を
積
み
上
げ
て
造
っ
た
八
基
の
多
層
塔

が
、
所
狭
し
と
立
ち
並
ん
で
い
ま
す
。
こ

江
が
、
切
越
の
八
面
塔
で
す
。

　
塔
の
製
法
を
見
る
と
、
た
て
長
い
石
四

本
を
掘
り
立
て
て
柱
と
し
、
そ
の
上
に
片

麻
岩
の
板
石
を
置
き
、
第
一
層
を
造
っ
て

い
ま
す
。
第
二
眉
め
は
、
花
圈
岩
の
ゴ
ロ

タ
石
を
数
個
並
べ
て
、
そ
の
上
に
も
う
一

度
片
麻
岩
の
板
石
を
置
き
、
こ
江
を
繰
り

返
し
て
、
五
重
あ
る
い
は
六
重
と
し
、
最

上
は
長
め
の
石
を
立
て
て
相
輪
に
見
立
て

て
い
ま
す
。

　
現
在
八
基
立
っ
て
い
ま
す
が
、
自
然
石

を
使
っ
て
い
る
の
で
そ
れ
ぞ
れ
不
定
形
で
、

元
石
塔
に
用
い
た
と
み
え
る
自
然
石
は
十

数
個
も
数
え
ら
れ
、
最
初
は
今
よ
り
も
っ

と
多
く
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
相
当
多
数
あ
る

の
で
、
こ
の
こ
と
だ
け
で
も
珍
し
い
遺
跡

と
い
え
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
●

じ
つ
そ
う
じ

実
相
寺
の

　
　
　
『
馬
の
舌
』

東
海
ブ
ロ
ッ
ク

柴
田
耐
子
（
竜
泉
寺
町
）

　
岡
崎
市
の
束
北
部
、
竜
泉
寺
町
に
は
、

地
元
の
人
か
ら
。
観
音
さ
ん
”
と
し
た
わ

れ
て
い
る
実
相
寺
が
あ
り
、
そ
し
て
、
こ

の
寺
に
は
古
く
か
ら
次
の
よ
う
な
『
馬
の

舌
』
の
話
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

気
を
取
り
戻
し
、
山
頂
の
寺
ま
で
馳
け
登

っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
し
て
。
老
人

は
「
こ
の
餅
は
腹
も
ち
が
良
く
、
滋
養
も

あ
り
、
人
と
い
わ
ず
動
物
と
い
わ
ず
、
等

し
く
与
え
る
の
が
良
い
」
と
い
っ
て
立
ち

去
り
ま
し
た
。
そ
の
後
姿
は
神
々
し
く
、

「
あ
れ
は
観
音
さ
ん
の
御
化
身
で
あ
っ
た
」

と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
が
丁
度
、
末
（
一
年
の
最
後
）
の

午
の
日
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
毎
年
。
末
午
”

の
日
に
は
、
も
ち
米
を
ふ
か
し
て
、
参
詣

の
人
々
に
配
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ

と
で
す
。

　
こ
の
行
事
は
、
数
百
年
経
っ
た
現
在
も

例
年
十
一
月
の
末
午
の
日
に
、
信
仰
の
あ

る
地
元
の
老
若
男
女
で
、
ひ
っ
そ
り
取
り

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
伝
統
の
あ
る
行
事
で

す
の
で
、
末
長
く
続
け
た
い
も
の
だ
と
思

い
ま
す
。

もち米をふかして作った｢馬の舌｣

４
ｉ
ち
の

　
八
面
塔
が
造
ら
れ
た
時
代
を
、
そ
の
手

法
だ
け
に
よ
っ
て
推
定
す
る
事
は
困
難
で

す
が
、
全
体
か
ら
受
け
る
年
代
は
相
当
古

く
、
直
観
的
に
は
、
こ
の
遺
跡
は
墓
地
で

あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
普
通
の

製
作
工
程
に
よ
る
も
の
で
な
く
、
極
度
に

省
略
し
て
、
た
だ
自
然
石
を
最
少
限
度
に

加
工
し
て
い
る
点
や
、
数
の
上
か
ら
み
て

も
、
数
十
代
、
数
百
年
を
経
過
し
て
い
る

と
想
像
さ
れ
、
そ
の
背
後
の
重
大
な
歴
史

を
思
い
起
こ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

　
昔
、
あ
る
馬
方
さ
ん
が
、
こ
の
寺
の
経

蔵
に
納
め
る
一
切
経
三
千
余
巻
を
、
は
る

ば
る
比
叡
山
延
暦
寺
か
ら
馬
の
背
に
乗

せ
て
運
ん
で
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
寺

の
あ
る
山
す
そ
ま
で
来
る
と
、
馬
が
疲
れ

果
て
て
動
か
な
く
な
り
ま
し
た
。
困
っ
た

馬
方
さ
ん
が
途
方
に
く
れ
て
い
る
と
、
白

髪
の
老
人
が
現
わ
れ
、
腰
の
弁
当
を
取
り

出
し
、
馬
が
食
べ
や
す
い
よ
う
に
と
、
馬

の
舌
に
似
せ
て
平
ら
な
餅
の
ト
そ
っ
に
し
て
や

り
与
え
ま
し
た
。
す
る
と
、
馬
は
急
に
元



土
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

容
5
1
－
４
1
０
４

定期講座のご案内

　
岡
崎
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で
は

十
五
歳
か
ら
二
十
四
歳
ま
で
の
働
く

若
者
を
対
象
に
、
下
表
の
講
座
を
開

設
し
ま
す
。
余
暇
の
充
実
に
、
多
数

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

受
講
資
格

　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
の
勤
労

青
少
年

受
講
料

　
無
料
、
た
だ
し
教
材
費
は
必
要
で

す申
込
方
法

　
印
鑑
を
ご
持
参
の
う
え
、
勤
労
青

少
年
ホ
ー
ム
へ
直
接
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。

申
込
受
付

　
九
月
二
十
四
日
出
　
午
後
一
時
か

ら
受
付
け
、
定
員
に
な
り
次
第
締
切

り
ま
す
。

　
　
※
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で
は
、

　
　
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

　
　
ン
。
文
化
教
養
等
健
全
な
余
暇

　
　
活
動
の
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

開
館
時
間

　
平
日
＝
午
後
一
時
～
九
時
。
日
曜

日
＝
午
前
十
峙
１
午
後
五
時
。
月
曜

日
、
祝
祭
日
は
休
館
で
す
。

｜

講m. 名 一一之，講之座。．内．＝｡容.。=､j 元、講師 M　19- Z。_ 定員 畝｡材費

Ｆ
英会話

日常のあいさつから簡単な会話まで、指導

テープも利用します。
石川佳宏

10月４日～３月13日
の毎週火曜日　　　20回 20名 2,000円

茶　道1 ＜宗偏流＞茶席の作法と実習 高橋宗恵
ion 4日～^月13日
の毎週火曜日　　　20回 15名 7,000円

火曜料理 家庭でできる料理、おやつの基本と実習 畔柳憲子
10月４日～３月13日
の毎週火曜日　　　20回 24名 i4,ooo円

i'ﾂﾁﾜ‾ｸj パッチワークの基礎と製作 三宅直美
10月５日o月７日
の毎週水曜日　　　20回 20名 2.000円

書　道
毛筆又はペン字の基本から文部省認定試験

　（z級～2級）受験までの指導
加藤雨石

10月５日～３月７日
の毎週水曜日　　　20[n,|20名 6,000円

水曜料理 家庭でできる料理、おやつの基本と実習鈴木ひろ子
10月５日～'^月７月
の毎週水曜日　　　20|Lil24名 14,000円

木曜料理 家庭でできる料理、おやつの基本と実習後藤スミ子
10月６日～３月8日
の毎週木曜日　　　20回 24名 14,000円

手　纒
原型、基礎から実技までの実習及び文部省

検定を受験できるよう指導。
鈴木さだ子

10月６日～^月８日
の毎週木曜日　　　20回 20名 6,000円

に゛ ＜池坊＞花のいけ方と実習 高橋宗恵
10月６日～３月８日
の毎週木曜日　　　20111 20名 14,000円

Ｆ
　煎茶道

＜松月流>煎茶席の作法と実習、葉茶を煎

じて飲み時節の昧を楽しむ
日下栄翠

10月6 日～3月８日
の毎･週木曜日　　　2011 15名 7.000円

きもの着付浴衣から訪問着までの着付実習 石原たつ子
10月7日o月3 u
の毎週金曜日　　　16回 30名 4,800円

金曜料理 家庭でできる料理、おやつの基本と実習鈴木薫子
10月７日～３月２日
の毎週金曜日　　　20回 24名 14,000円

スクエア

ダンス
仲間で踊るスクエアダンス、ランドダンス

などの習得
小原正一

10月７日～Q月２日
の毎週金曜日　　　20回 30名 2,000円

※講座時間は、全講座とも午後６時30分から８時30分までです。
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期講座

－－　　　　」

ご案内

働
く
婦
人
会
館

酋
2
3
－
2
９
6
3

　
十
月
か
ら
次
の
講
座
を
開
き
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
巾
し
込
み
く
だ
さ

Ｘ
一
〇

Ｉ
Ｖ　
受
講
資
格
　
市
内
在
住
、
在
勤
の

婦
人
（
学
生
は
除
く
）

　
受
講
料
　
無
料
（
た
だ
し
、
教
材

費
及
び
テ
キ
ス
ト
代
を
必
要
と
し
ま

す
）
　
申
込
受
付
　
申
込
受
付
日
の
午
前

十
時
三
十
分
か
ら
受
付
け
を
し
ま
す

が
、
そ
の
時
間
ま
で
に
お
い
で
の
か

た
が
定
員
を
越
え
た
場
合
は
、
そ
の

時
点
で
抽
選
し
ま
す
。
定
員
に
な
り

次
第
締
切
り
ま
す
の
で
、
教
材
費
を

添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
申
込
先
　
働
く
婦
人
会
館
（
岡
崎

市
伊
賀
新
町
十
番
地
三
）

　
　
　
　
※
月
曜
日
は
休
館
日
で
す
。

m座名 ＿講．座_．内ｭ亀。。 講師．． 期皿､間二
-

　開設日時

　　　－
定員 申込受付日回費^:

7t＼-" Z-1^

ｸﾂｷﾝ｜

日本､西洋､中華料理．

デザート等
兵藤　栄
　ほか３名

10月～3月　20[El

毎週火午前 40名 ９月22日(村

14,000円毎週火午後 40名 ９月22日出

毎週火夜間 40名 ９月25日(日)

　4

S悶
　i

日常生活にすぐ役立つ

着付

三僑美千子 10月～3月　10回 毎月第1.3水午前20名 ９月24日出

3,000円
八代楽子 10月～12fJ　10回

毎週火午前 20名 ９月24日出

毎週金午後 20名 ９月24日出

毎週金夜間 20名 ９月25日剛

実用ベン

習　字
ペンの基本筆法

角田久子
10月～3月　10[111

毎月副,3火午前30名 ９月24日出
3,000円

畔柳美智子 毎月第1.3金夜間20名 ９月25日(日)

くらしの
毛筆習字

楷書、行書、かな基本
筆法

落合美枝子
10月～３月　10回

毎月第2.4火午前30名 ９月24日出
3.000円

小嶋和晃 毎月第l.i金夜間20名 ９月25日(a)

ホーム
洋　裁

文化洋裁の基礎、スカ
ート､ワンピースの製作

中根たっ子 10月～３月20iaI 毎週火夜間 15名 ９月25日(日)3,000円

　　　ｌ

手　編

　　　４

初心者にできる基礎編
みと日常着の製作

鈴木さだ子
10月～３月　10回毎月第1.3火午前30名 ９月22日困 3,000円

10月～３月20 [n] 毎週金夜間 20名 ９月25日剛 6,000円

茶　道 表千家茶道の基礎 堺　允子 10月~3月20回 毎週火夜間 20名 9 月25日間 7,000円

ｽﾀb染色 スタム染色の基礎 誉田洋子 io月～３月　10回 毎月第1.3火午前20名 ９月22日困 6,000円

基礎英語 中l～中3までの初鎖な英語長坂みどり 10月～3月20回 毎週金午前 30名 ９月27日図 1,000円

籐細工 基礎編みと小物の製作竹内順子 10月～3月　10回 毎月第2.4木午前20名 ９月27日(火)6,000円

ヨ　ガ 心と体のバランスの調製岡田恭平 10月～3月　20回 毎週金夜間 40名 ９月25日(口)1,000円

ﾊﾟﾂﾁﾜ弓 ﾊﾟｯﾁﾜｰｸの基礎と小作品荘田公子 10月～３月　10回毎月第2.暗午前20名 ９月27日脚 2,500円

初級簿記 商業簿記の基礎力鴫3級検定受験朝岡佐市 10月n月　20回 毎週土午後 30名 ９月27日吻 3,000FJ

※開設日時で、午前は10時から正午まで、午後は１時から３時まで、夜間は６時から８時までです。
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『
印
鑑
登
録
と
は

●
●
●
●
●

【!＝，

市
民
課
窓
口
係
　
酋
二
三
－
六
一
三
二

　
印
鑑
証
明
は
、
不
助
産
の
登
記
、

自
動
車
の
登
録
、
公
正
証
書
の
作
成

等
法
令
の
規
定
に
基
づ
き
提
出
を
義

務
付
け
ら
れ
て
い
る
場
合
の
ほ
か
、

国
民
の
権
利
義
務
の
発
生
、
変
更
等

に
広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
・
れ
は
、
印
鑑
証
明
が
次
の
よ
う

な
手
段
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
た

め
で
す
。

　
Ｏ
実
印
と
印
鑑
証
明
書
を
所
有
す

　
る
者
が
、
本
人
で
あ
る
と
い
う
、

　
人
の
同
一
性
を
確
認
す
る
手
段

　
〇
実
印
の
押
印
さ
れ
た
文
書
に
印

　
鑑
証
明
を
添
付
す
る
こ
と
に
よ
つ

印鑑の登録を受けていることを証するカード

　
て
、
そ
の
文
書
が
正
し
く
成
立
し

　
て
い
る
こ
と
を
保
証
す
る
手
段

　
こ
の
大
切
な
印
鑑
事
務
を
正
確
に

行
う
た
め
に
、
印
鑑
登
緑
や
証
明
書

の
交
付
申
請
は
次
の
よ
う
な
手
続
き

に
な
っ
て
い
ま
す
。

・
印
鑑
登
録
を
す
る
と
き

　
印
鑑
登
録
申
請
書
に
印
鑑
を
添
え

て
、
本
人
が
直
接
届
け
出
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
や
む
を
得
な
い
事
情

で
代
理
の
か
た
が
申
請
す
る
場
合
は
、

登
録
す
る
印
鑑
と
代
理
人
の
印
鑑
及

び
代
理
権
授
与
通
知
書
が
必
要
で
す
。

未
成
年
者
に
つ
い
て
は
、
親
の
同
意

書
（
本
籍
が
市
外
の
場
合
、
戸
籍
謄

本
も
必
要
）
が
い
り
ま
す
。
ま
た
1
5

歳
未
満
の
人
は
。
登
録
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

圖
登
録
申
臍
は
お
早
め
に
（
図
一
）

　
登
録
申
請
が
あ
り
ま
す
と
、
本
人

へ
文
書
で
印
鑑
登
録
の
意
思
に
つ
い

て
確
認
の
照
会
を
し
ま
す
。
後
日
そ

の
回
答
書
と
登
録
す
る
印
鑑
（
代
理

人
の
場
合
は
、
代
理
人
の
印
鑑
も
必

要
）
を
持
参
し
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、

登
録
が
完
了
し
ま
す
。
（
最
低
三
～

四
日
を
要
す
る
）
。
た
だ
し
、
本
人

が
登
録
申
請
を
し
、
次
の
よ
う
な
場

合
に
の
み
、
即
日
登
録
が
で
き
ま
す
。

・
自
動
車
の
運
転
免
許
証
、
そ
の

　
他
写
真
が
貼
付
さ
れ
た
官
公
署

　
発
行
の
身
分
証
明
書
等
が
提
示

　
出
来
る
場
合

・
岡
崎
市
で
印
鑑
登
録
を
し
て
い

　
る
人
が
保
証
人
に
な
り
．
保
証

　
人
欄
に
実
印
の
押
捺
が
あ
り
、

　
か
つ
登
録
証
を
提
示
出
来
る
場

印
鑑合

鑑
登
録
‘

た
し
ネ

（図1）

印鑑登録申請

登
録
が
完
了
し
ま
す
と
、
印

証
（
カ
ー
ド
）
を
お
渡
し
い

す
。

本人確認ができない場合　郵　　送

2～3日印鑑登録
意思確認

－容認　咄本人確認ができる場合↓　　(即日交付）

抑､若しくは代理人が持参
登録完了

Ξr】監a m 問E
交　　　　付

咄
・
本
人
が
来
庁
し
、
運
転
免
許

　
証
等
（
官
公
署
の
発
行
し
た
身
分

　
証
明
・
免
許
証
で
写
真
を
貼
付

　
し
た
も
の
）
を
持
参
し
た
場
合

　
・
本
人
が
米
庁
し
、
岡
崎
市
で

　
印
鑑
登
録
し
て
あ
る
人
が
保
証

　
人
に
な
っ
た
場
合
（
保
証
人
の

　
登
録
し
て
あ
る
印
鑑
と
カ
ー
ド

　
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
）

圖
登
録
の
で
き
な
い
印
鑑

　
登
録
の
で
き
る
印
鑑
は
、
一
人
一

個
で
、
同
一
の
印
鑑
で
二
人
は
登
録

で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
次
の
よ
う
な
印

鑑
は
登
録
で
き
ま
せ
ん
。

　
・
合
成
樹
脂
や
木
の
プ
レ
ス
製
印

　
　
鑑
等
大
量
生
産
さ
れ
た
も
の
（

　
　
い
わ
ゆ
る
三
文
判
と
呼
ば
れ
て

　
　
い
る
も
の
）

　
・
印
影
の
大
き
さ
が
一
辺
の
長
さ

　
　
2
5
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
正
方
形
に

　
　
お
さ
ま
ら
な
い
も
の
、
又
は
Ｉ

　
　
辺
の
長
さ
８
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の

　
　
正
方
形
に
お
さ
ま
る
も
の

　
・
住
民
票
に
記
載
さ
れ
て
い
る
氏

　
　
名
、
氏
、
名
又
は
氏
と
名
の
一

　
　
部
で
組
み
合
わ
せ
た
も
の
で
あ

　
　
ら
わ
さ
れ
て
い
な
い
も
の

　
・
職
業
、
屑
書
等
他
の
事
項
を
あ

　
　
ら
わ
し
て
い
る
も
の

　
・
ゴ
ム
印
そ
の
他
印
形
の
変
化
し

　
　
や
す
い
も
の

　
・
破
損
・
ま
滅
し
て
い
る
も
の
、

　
　
ふ
ち
の
な
い
も
の

　
・
氏
名
の
文
字
が
極
端
に
図
案
化

　
　
し
、
照
合
が
困
難
で
あ
る
も
の

回
印
鑑
証
明
を
と
る
と
き
（
図
ニ
）

　
本
人
又
は
代
理
人
が
、
印
鑑
登
録

証
を
添
え
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い

（
登
録
印
鑑
や
代
理
権
授
与
通
知
届
等

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
）
。
な
お
申
請

書
に
は
、
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日

を
記
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
代
理
人
の
か
た
は
、
本
人
に

確
認
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

1 _ 1

毘質問

　↓

i印鑑原票検索(競昌洲
↓
SE明書文付

回
印
鑑
及
び
印
鑑
登
録
証
を
紛
失
し

　
た
と
き

　
で
き
る
だ
け
早
く
、
廃
止
の
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

圖
印
鑑
登
録
を
廃
止
す
る
と
き

　
印
鑑
登
録
証
と
登
録
印
鑑
を
持
参

し
て
い
た
だ
き
、
印
鑑
登
録
廃
止
届

に
記
入
の
上
。
届
出
し
て
く
だ
さ
い
。

圓
印
鑑
の
変
更
又
は
印
鑑
登
録
証
の

　
損
傷
の
と
き

　
印
鑑
登
録
を
廃
止
し
、
あ
ら
た
に

登
録
の
手
続
き
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。



お　か　ざ　き市政だより昭和58年９月１日9 －
-

　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
　
　
　
　
－
　
　
ｉ

生
垣
を
つ
く
る
と

　
　
　
　
補
助
金
が
で
ま
ず

公
園
緑
地
課
緑
化
係
豊
二
三
－
六
三
九
九

　
市
で
は
、
良
好
で
安
全
な
生
活
環

境
づ
く
り
を
す
す
め
て
い
く
た
め
、

生
垣
を
新
し
く
つ
く
ら
れ
る
か
た
に

補
助
金
を
出
し
て
い
ま
す
。

　
〔
補
助
の
対
象
〕

＠すで住○
　゜現宅

〔
補
助
の
内
容
〕

○
　
現
在
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
を

　
収
り
こ
わ
し
、
生
垣
を
つ
く
る
場
合

　
↓
　
生
垣
一
メ
ー
ト
ル
当
た
り
二

　
　
千
五
百
円
か
限
度
額

申
請
で
き
る
か
た
は
、
市
内
の
　
＠
　
新
し
く
生
垣
を
つ
く
る
場
合

地
の
所
有
権
者
又
は
借
地
権
者
　
　
↓
　
生
垣
一
メ
ー
ト
ル
当
た
り
二

在
住
ん
で
い
る
か
た
に
限
り
ま

生
垣
は
、
住
宅
地
の
周
囲
の
も

の
で
．
公
共
用
道
路
に
沿
っ
た
も
の

　
　
千
円
が
限
度
額

※
　
限
度
額
以
下
の
経
費
で
つ
く
る

　
こ
と
が
で
き
た
場
合
は
、
そ
の
額

　
を
補
助
金
額
と
し
ま
す
。

と
し
ま
す
。
（
隣
地
境
界
線
上
の
も
　
　
※
　
延
長
十
五
メ
ー
ト
ル
ま
で
を
限

の
、
庭
の
中
の
も
の
な
ど
は
含
ま
れ
　
　
度
と
し
、
そ
れ
以
上
の
部
分
は
補

ま
せ
ん
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
助
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

＠
　
生
垣
の
延
長
は
、
連
続
し
て
三
　
　
※
　
補
助
の
対
象
と
な
る
経
費
は
、

メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る
こ
と
が
必
要
　
　
生
垣
用
樹
木
、
垣
根
用
資
材
（
杭

で
す
。

上地○

－－●

生
垣
川
の
樹
木
の
商
さ
は
、
宅

而
か
ら
九
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以

、
ま
た
本
数
は
Ｉ
メ
ー
ト
ル
当
た

り
二
本
以
上
の
も
の
と
し
ま
す
。

囲ｅ

　
植
樹
マ
ス
、
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
で

む
場
合
、
そ
の
高
さ
は
宅
地
面
か

ら
五
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
下
の
も

の
と
し
ま
す
。

林＠
　
今
ま
で
あ
っ
た
生
垣
の
つ
く
り

え
は
、
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

　
・
竹
な
ど
）
及
び
植
栽
に
必
要
な

人
夫
賃
金
に
限
り
ま
す
。

〔
提
出
書
類
〕

※＠＠○
　
市
費
袖
助
金
等
交
付
申
請
書

　
生
垣
設
置
計
画
書

　
生
垣
設
置
位
置
案
内
図

　
必
ず
生
垣
を
つ
く
る
前
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。
（
つ
く
っ
た
後
に

申
請
さ
れ
る
と
補
助
の
対
象
と
な

ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

※
　
書
類
は
、
公
園
緑
地
課
に
あ
り

　
ま
す
。

皇
太
子
ご
夫
妻
を

　
　
　
　
お
迎
え
し
て

　
今
年
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ
の
影
響
も
あ

っ
て
か
、
県
レ
ベ
ル
の
大
き
な
行
事
が
岡
崎
市
に

集
中
し
て
開
催
さ
れ
、
記
念
す
べ
き
年
と
な
っ
た
。

　
五
月
に
は
、
上
地
小
学
校
で
愛
知
県
緑
化
推
進

大
会
、
六
月
に
は
、
上
佐
々
木
町
で
農
業
祭
、
ま

た
九
月
一
日
に
は
、
岡
崎
公
園
河
川
緑
地
で
、
県

の
総
合
防
災
訓
練
が
大
規
模
に
行
わ
れ
る
。

　
そ
ん
な
中
で
も
、
本
市
が
全
国
高
校
総
体
の
女

子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
会
場
と
な
っ
た
こ
と
は
、
特

筆
す
べ
き
イ
ベ
ン
ト
で
あ
ろ
う
。
こ
の
大
会
中
の

八
月
四
日
に
は
、
皇
太
子
ご
夫
妻
の
行
啓
を
受
け
、

お
車
か
ら
市
体
育
館
内
の
お
席
ま
で
の
先
導
役
を

仰
せ
つ
か
り
、
記
録
的
な
暑
さ
の
中
に
あ
り
な
が

ら
冷
や
汗
を
か
く
思
い
で
あ
っ
た
。

　
殿
下
に
ご
あ
い
さ
つ
申
し
あ
げ
る
と
、
「
大
変

な
歓
迎
を
受
け
、
感
激
し
て
い
ま
す
ご
と
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
感
謝
の
意
を
表
さ
れ
た
。
妃
殿
下
も

　
「
沿
道
で
も
、
た
く
さ
ん
の
か
た
が
旗
を
振
っ
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
よ
ご
と
お
話
し
に
な
り
、
通
路

に
置
か
れ
た
た
く
さ
ん
の
鉢
植
え
の
花
を
ご
覧
に

な
っ
て
、
「
こ
の
花
は
学
校
の
子
供
た
ち
が
育
て

た
も
の
で
す
か
ご
と
の
お
尋
ね
も
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
体
育
館
正
面
の
階
段
上
か
ら
、
運
動
場

の
人
た
ち
に
向
か
っ
て
、
長
い
開
手
を
振
っ
て
お

答
え
に
な
り
、
予
定
峙
間
が
あ
る
た
め
、
二
度
は

市
　
　
長

ど
ご
進
行
を
促
さ
せ
て
い
た
だ
く
Ｉ
コ
マ
も
あ
っ

た
。
こ
ん
な
こ
と
か
ら
も
、
お
二
人
の
お
喜
び
の

ご
様
子
が
う
か
が
え
た
。

　
四
十
度
近
い
猛
暑
の
館
内
で
も
、
予
定
を
二
十

分
も
超
過
し
て
熱
心
に
ご
観
戦
に
な
り
、
お
疲
れ

の
ご
様
子
も
な
く
、
次
の
目
的
地
へ
向
か
わ
れ
た
。

　
お
二
人
の
、
品
格
が
高
く
、
し
か
も
気
さ
く
な

お
人
柄
に
は
、
接
す
る
者
を
し
て
自
然
に
頭
の
下

が
る
思
い
で
あ
っ
た
。
こ
の
ロ
は
、
私
に
と
っ
て

一
生
の
思
い
出
と
な
る
意
義
深
い
一
日
と
な
っ
た
。

▲体育館に到着された皇太子ご夫妻
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，カメi

ブレ

5
8
全
国
高
校
総
体

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技

　
全
国
よ
り
五
十
四
チ
ー
ム
の
参
加
の
も
と
八
月
二
日

か
ら
六
日
ま
で
、
市
内
各
会
場
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。
岡
崎
女
子
高
校
は
九
州
文
化
学
園
高
校
と

対
戦
、
二
対
一
で
惜
敗
し
ま
し
た
。

▲選手宣誓　浜脇

一美６(!：４?

１
岡
崎
女
子
高
校
チ
ー
ム
を
激
励
さ
れ

　
る
皇
太
子
ご
夫
妻
（
八
月
四
日
）

饗
皿
･辱

|で
１
;11
石

―一

北
か
ら
南
か
ら

九州文化学園高校
　　(長崎県)

豊島恵子さん

　
父
（
体
育
の
教
師
）
母
（
マ
マ
さ
ん
バ

レ
ー
）
の
影
響
で
バ
レ
ー
を
始
め
ま
し
た
。

今
後
も
、
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
続
け
て
い
き

ま
す
。

　
岡
崎
で
す
か
、
こ
ち
ら
に
来
る
ま
で
知

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ｊ

　
暑
さ
は
、
沖
繩
の
気
候
と
よ
く
似
て
い

て
気
に
な
ら
な
か
っ
た
け
ど
、
チ
ー
ム
の

力
を
十
分
発
抑
で
き
ず
負
け
た
の
が
残
念

で
す
。
練
習
は
一
日
七
時
同
位
で
す
。
岡

崎
は
ま
だ
見
学
し
て
な
い
の
で
わ
か
り
ま

せ
ん
が
、
味
噌
が
お
い
し
い
で
す
。

　
　
「
身
長
の
差
が
大
き
い
」
（
森
山
さ
ん
）

　
「
強
い
チ
ー
ム
と
あ
た
り
た
か
っ
た
」
（
伊

波
さ
ん
）
　
「
チ
バ
ッ
た
（
頑
張
っ
た
）
け

ど
ネ
ー
」
（
比
嘉
さ
ん
）

旭川実柴高校
　(北海道)

本川美樹さん

　
暑
い
の
と
味
噌
が
あ
わ
な
い
の
と
で
食

事
が
思
う
よ
う
に
と
れ
ず
、
コ
ン
デ
ィ
シ

ョ
ン
作
り
に
苦
労
し
ま
し
た
。
こ
の
大
会

ま　に

せ出

ん場

　゜で

今き

はて

　ゝ　　ゝ

と　敗

に　れ

かて

く　も

ゆ悔

っ　し｀*

く　は

り　あ

休　り

み
を
と
り
た
い
で
す
。

ｒ　･ｗ　●
　　　･*

『

り司　r、

Ｔ
團
訓
Ｍ

‐
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
自

tk脅商業
　　J..~･..･
r牛商業高校
(北海道)

伊藤峰子さん

　
岡
崎
は
暑
い
と
こ
ろ
と
聞
い
て
ま
し
た

が
、
昨
年
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
鹿
児
島
に
比

べ
れ
ば
、
そ
れ
ほ
ど
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

会
場
に
来
る
途
中
で
見
た
お
城
と
味
噌
の

辛
さ
が
印
象
に
残
っ
て
ま
す
。
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▲ねぶた祭の花笠をつけての応援

　　　　　(青森西高)

え
る
力　場内アナウンス係

中野渡　由美子さん

高　村　千　里さん
　　(岡高２年)

　
二
人
共
、
岡
高
で
バ
レ
ー
部
に
入
。
つ
て

ま
す
。
大
会
を
間
近
で
見
る
こ
と
が
で
き

た
だ
け
で
も
幸
せ
で
す
。
同
じ
高
校
生
が

頑
張
っ
て
い
る
の
を
見
る
と
刺
激
に
な
り

ま
す
。

コ
ー
ト
整
備
員
　
三
浦
淳
之
君
ほ
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
岡
工
高
三
年
）

　
本
音
を
い
う
と
僕
も
高
校
総
体
に
出
た

か
っ
た
な
あ
。
で
も
、
こ
の
大
会
の
女
子

の
優
勝
チ
ー
ム
と
僕
の
チ
ー
ム
と
ど
っ
ち

が
強
い
か
な
あ
？

　
と
に
か
く
僕
の
高
校
生
活
は
、
バ
レ
ー

を
や
っ
て
い
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　　　救護班

石川貴美栄先生（岡北高）

　
リ
ハ
ー
サ
ル
の
段
階
か
ら
、
補
助
役
貝

（
高
校
生
）
が
倒
れ
、
救
護
班
と
し
て
は

即
本
番
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の

後
、
一
日
に
十
人
前
後
の
選
手
が
こ
こ
へ

運
ば
れ
て
き
ま
す
が
、
補
助
役
員
の
方
が

倒
れ
る
も
の
も
な
く
本
当
に
頑
張
っ
て
く

れ
て
い
ま
す
。

　ｊ

／

入場行進の
プラカード係

宮内康江さん
　(岩津高３年)

　
リ
ハ
ー
サ
ル
の
時
は
胸
が
ド
キ
ド
キ
し

た
け
ど
、
本
番
は
わ
り
と
落
ち
着
い
て
で

き
ま
し
た
。
で
も
、
プ
ラ
カ
ー
ド
の
向
き

が
曲
が
っ
て
い
る
の
に
気
付
か
な
か
っ
た

の
は
少
し
上
っ
て
い
た
の
か
も
…
…
。

　
青
春
の
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

ブラスバンド員

椎木文代さん

　(光ヶ丘高)

　
咋
年
九
月
に
決
ま
っ
て
か
ら
一
日
平
均
三

時
間
練
習
し
ま
し
た
。
こ
の
暑
さ
で
部
貝

の
夏
バ
テ
が
ひ
ど
く
心
配
し
て
い
ま
し
た

が
、
無
事
終
っ
て
ほ
っ
と
し
て
い
ま
す
。　受付案内係

中村雅子さんほか
　(岡東高1年)

　
自
分
た
ち
の
大
会
と
い
う
気
持
ち
で
、

精
一
杯
の
こ
と
を
し
て
あ
げ
た
い
と
思
っ

て
頑
張
り
ま
し
た
。



－12－

お知らせ

〈矢竹雅子さん：細川町〉

９月の

こよみ
花ごよみ　，･・S‘･”-･･ｆ

ふよう.ｊ謎長

一回Ｕ-
tiijぎ月

誕生石

サファイア（青玉石）

一徳望、誠実－

１日　防災の日

　　　二百十日

8日　白　露

９日　重　陽

15日　敬老の日

20日　彼岸入り

　　　動物愛mm間（～26日）

23日　秋分の日

な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

　
そ
の
他
　
大
会
中
の
傷
害
な
ど
に

つ
い
て
は
、
応
急
処
置
は
し
ま
す
が
、

そ
の
後
の
責
は
負
い
ま
せ
ん
。

　
昭
和
5
8
年
第
３
回

　
消
防
設
備
士
講
習
が

　
　
　
実
施
さ
れ
ま
す

　
　
　
消
防
本
部
予
防
課

　
　
　
　
　
　
　
き
2
1
‐
5
1
5
1

　
講
習
日
時
及
び
会
場
　
1
0
月
７
日

倒
～
2
4
日
間
（
午
前
1
0
時
Ｉ
午
後
５

時
）
の
間
で
、
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
講
習
日
及
び
講
習
会
場
（
名
古
屋

市
内
）
は
、
受
講
申
請
書
の
受
付
時

に
指
定
さ
れ
ま
す
。

　
受
講
対
象
者
　
甲
種
消
防
設
備
士

又
は
乙
種
消
防
設
備
士
免
状
の
交
付

を
受
け
て
い
る
か
た
の
う
ち
、
免
状

の
交
付
を
受
け
た
日
か
ら
二
年
以
内

又
は
講
習
を
受
け
た
日
か
ら
五
年
以

内
の
か
た

　
な
お
、
講
習
を
受
講
し
て
か
ら
五

年
以
上
経
過
し
て
い
る
か
た
及
び
免

状
の
交
付
を
受
け
た
後
講
習
を
受
け

ず
に
二
年
を
経
過
し
て
い
る
か
た
は
、

免
状
の
返
納
命
令
の
対
象
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
今
回
の
講
習
を
必
ず

受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
受
講
申
請
書
の
受
付
期
間
・
場
所

　
９
月
2
0
日
㈹
と
2
1
日
伽
の
２
日
間

で
愛
知
県
庁
西
庁
舎
一
階
ロ
ビ
ー
に

て
受
け
付
け
し
ま
す
。

　
問
合
せ
先
　
財
団
法
人
愛
知
県
消

防
設
備
安
全
協
会
（
豊
０
５
２
－
９

６
２
－
0
7
0
7
）
又
は
消
防
本
部

予
防
課
（
a
2
1
－
5
1
5
1
）

第
５
回

岡
崎
市
民
軟
式
庭
球

　
　
　
初
心
者
大
会

教
育
委
員
会
体
育
課

　
　
　
　
　
　
豊
2
3
１
Ｌ
６
3
６
3

　
日
時
　
９
月
1
4
日
伽
　
午
前
９
時

開
会
式

　
場
所
　
岡
崎
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

　
参
加
資
格
　
市
内
の
家
庭
婦
人
（
初

心
者
で
公
式
試
合
に
出
場
経
験
の
な

い
か
た
）

　
方
法
　
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式

　
参
加
料
　
一
組
三
百
円
（
大
会
当

日
受
付
に
納
入
）

　
申
込
期
限
　
９
月
1
0
日
出
ま
で

　
申
込
方
法
　
必
ず
二
人
一
組
で
、

は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
を
記
入
し
、
〒
四
四
四
　
岡

崎
市
十
王
町
二
丁
目
九
番
地
　
岡
崎

市
教
育
委
員
会
体
育
課
ま
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
八
十
組
に

国
道
一
号
線
及
び

　
蒲
郡
本
宿
線
の

　
都
市
計
画
の
変
更

都
市
計
画
課
計
画
係

　
　
　
　
　
　
豊
2
3
－
６
２
6
０

　
昭
和
5
8
年
８
月
５
日
（
愛
知
県
告

示
第
七
八
二
号
）
付
を
も
っ
て
変
更

さ
れ
ま
し
た
。

　
変
更
さ
れ
た
区
域
　
国
道
一
号
線

は
本
宿
町
（
音
羽
町
境
）
か
ら
山
綱

町
（
東
海
中
学
校
入
口
付
近
）
ま
で
、

延
長
約
二
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
平
均

幅
貝
二
十
九
メ
ー
ト
ル
。
蒲
郡
本
宿

線
は
国
道
一
号
線
か
ら
北
へ
約
二
五

〇
メ
ー
ト
ル
、
南
へ
約
一
八
〇
メ
ー

ト
ル
、
幅
員
十
二
メ
ー
ト
ル
。

　
都
市
計
画
施
設
の
区
域
内
で
建
築

し
よ
う
と
す
る
か
た
は
。
都
市
計
画

法
の
制
限
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

都
市
計
画
課
に
関
係
図
書
を
備
え
て

い
ま
す
の
で
閲
覧
し
て
く
だ
さ
い
。

事
業
計
画
変
更
の

　
　
縦
覧
に
つ
い
て

区
画
整
理
指
導
課
庶
務
係

　
　
　
　
　
　
萱
2
3
－
6
2
6
6

　
岡
崎
岩
津
土
地
区
画
整
理
組
合
及

び
岡
崎
東
蔵
前
土
地
区
画
整
理
組
合

の
変
更
事
業
計
画
書
の
縦
覧
を
、
次

の
と
お
り
行
い
ま
す
。

　
縦
覧
期
間
　
岡
崎
岩
津
土
地
区
画

整
理
組
合
＝
昭
和
5
8
年
９
月
２
日
か

ら
９
月
1
5
日
ま
で
　
岡
崎
東
蔵
前
土

地
区
画
整
理
組
合
＝
昭
和
5
8
年
９
月

口
一
日
か
ら
９
月
2
5
日
ま
で

　
縦
覧
時
間
　
午
前
８
時
3
0
分
か
ら

午
後
５
時
ま
で

　
縦
覧
場
所
　
市
役
所
（
区
画
整
理

指
導
課
）



　　お　か　ざ　き

お知らせ皿

市政だより昭和58年９月１日13

新診察券(プラスチックカード)の見本

＠
　
請
求
書
の
変
更
　
請
求
書
の
様

式
が
変
わ
り
、
請
求
金
額
な
ど
が
電

子
計
算
機
で
処
理
さ
れ
ま
す
。

　
切
替
時
期
　
入
院
し
て
み
え
る
か

た
＝
1
0
月
１
日
か
ら
　
通
院
で
受
診

さ
れ
る
か
た
＝
5
9
年
４
月
１
日
か
ら

　
事
務
内
容
が
大
き
く
変
わ
る
た
め

受
診
の
際
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
な
お
、
通
院
で
受
診

さ
れ
る
か
た
へ
の
詳
し
い
ご
案
内
は

後
日
（
来
年
３
月
）
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

９月前期の

ﾃﾞi冰ン琴・ex

　
市
政
だ
よ
り

　
　
　
　
ｆ
ｔ
ｃ
＾
局
1
1
1
1
番

　
市
か
ら
の
お
知
ら
せ
、
行
事
案
内

　
　
　
　
　
　
毎
月
曜
日
変
更

　
保
健
だ
よ
り

　
　
　
　
豊
2
1
局
1
1
1
2
番

　
休
日
緊
急
当
直
医
、
検
診
の
お
知

ら
せ
、
健
康
一
ロ
メ
モ

　
　
　
　
　
　
毎
月
曜
日
変
更

子
ど
も
の
お
は
な
し

　
　
　
豊
2
1
局
1
1
1
3
番

｢市場の白ぎつね」

藤川町　９月１日～15日

市
立
岡
崎
病
院
の

診
察
券
と
請
求
書

　
が
変
わ
り
ま
す

市
立
岡
崎
病
院

　
　
　
　
　
ｅ
？
＾
-
８
1
1
1

　
年
々
増
加
す
る
医
療
事
務
な
ど
に

対
処
す
る
た
め
電
子
計
算
機
を
導
入

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
1
0
月
１
日
か
ら
順
次
、

一診察券-

ISI

S　　市立岡崎病院　＠　　　　　

TELく0564)21-81 IK代表)　"≪c*;

察受付埼闘は各鯵稽科に掲示した時間によります

登鋒番号1234－567

氏　名オカサ″キ　タロウ

診
察
券
、
請
求
書

が
変
わ
り
ま
す
。

ft”9jS31.12.0 １ M

○
　
診
察
券
の
変

更
　
従
来
の
「
紙
」

の
診
察
券
か
ら
「
ブ

雨

難

科た初
で・め
受新て
診た受
さに診
れ他さ
るのれ
か診る
た療か

さる現
れか在
るた入
か・院
た今し
　後て
　入み
　院え

｜ り

と

吊
10
月

18
日

10
月
１日

１

日

Ｕ
すみ玄

　と関
　同受
　時付
　にで

　お｀
　渡診
　し療
　し申
　ま込

出
滋
にE
亡賢

切

替

方

法

ラ
ス
チ
ッ
ク
カ
ー

ド
」
に
変
わ
り
、

今
後
ど
の
診
療
科

で
受
診
さ
れ
る
場

合
で
も
使
用
で
き

る
よ
ヽ
つ
に
な
り
ま

し
た
。

　
　
　
●

看
護
婦
募
集

市
立
岡
崎
病
院
庶
務
課

　
　
　
　
　
　
豊
2
1
-

Ｃ
Ｏ
^
’
-
’
-

　
応
募
資
格
　
年
齢
満
3
5
歳
未
満
で
、

看
護
婦
又
は
准
看
護
婦
の
免
許
を
取

得
さ
れ
て
い
る
か
た

　
募
集
期
間
　
９
月
１
日
～
1
0
ロ

　
応
募
方
法
　
履
歴
書
及
び
免
許
証

の
写
し
を
添
え
て
、
病
院
事
務
局
ま

務
課
へ
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

住宅・災害・生活資金

融資のあっせん制度
生活課庶務係

　　　豊23－6O 1 5

　
生
活
課
で
は
、
み

な
さ
ん
の
生
活
の
安

定
に
役
立
つ
ぷ
つ
に
、

次
の
よ
う
な
融
資
あ

っ
せ
ん
を
常
時
行
っ

て
い
ま
す
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

制度名 対　　　象 限度額 利率期間叩 担保 取扱金融機関

住宅

資金

新　　　築
　万円
350

年％

6.2

年

15

人

２ 要

岡崎信用金庫

市内本支店

愛知労働金庫

岡崎支店

東海銀行

市内各支店

増　　　築
　万円

300

譲渡
中古(土地付)

　万円
350

分譲(土地付)
　万円
500

宅　　　地
　力'円
350

災書防止

工事貰金

住宅をかき上げするとき
(浸水被害住宅)

　TtiH

200

午％

6.2

年

10
人
２ 要 岡峰信用金庫

本　　店既設不良塀の改良のとき

（ブロック､コンクIJート)

　万円

50

年％

:6.2
年
３
眉用

保険
不要

生活資金
市内に１年以上住んでい

るかたでヽ災害､病傷．結
婚、出産、死亡.人学(高
校まで).住宅修繕、又は

生活必需品の使途で一心
的に資金調達が困難なかた

　万円

30

年%

5.7

年

３

信用
保溌 不要

岡崎信用金庫

本　　店

P゛l
　万円

20

年％

5．7

年

２

人

１
不要
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身
体
障
害
者

　
巡
回
相
談

福
祉
課
障
害
係
豊
2
3
－
6
1
5
4

　
主
催
　
愛
知
県

　
相
談
科
名
　
整
形
外
科
・
眼
科
・

耳
鼻
咽
喉
科

　
相
談
内
容
　
身
体
障
害
者
手
帳
交

付
に
関
す
る
医
学
的
判
定
・
補
装
具

相
談
　
日
時
　
９
月
2
7
日
㈹
　
受
付
＝
午

前
1
0
時
～
正
午
　
診
断
―
午
後
１
時

～
３
時
　
補
装
具
相
談
＝
午
前
1
0
峙

～
午
後
３
時

　
場
所
　
岡
崎
市
福
祉
の
村
　
身
体

障
害
者
セ
ン
タ
ー
友
愛
の
家

　
申
込
み
　
あ
ら
か
じ
め
福
祉
課
障

害
係
へ
電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

当
日
の
受
付
は
し
ま
せ
ん
。

　
そ
の
他
　
診
断
は
午
後
に
な
り
ま

す
か
ら
昼
食
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

第
1
3
回

　
み
ん
な
の
消
費
生
活
展

生
活
課
消
費
生
活
係

　
　
　
　
　
　
a
2
3
－
6
２
1
９

　
期
日

　
会
場

事
場

９
月
3
0
日
吻
～
1
0
月
２
日
間

ジ
ャ
ス
コ
岡
崎
店
五
階
催

　
日
々
の
暮
ら
し
の
知
恵
と
工
夫
を

消
費
者
団
体
の
実
践
活
動
を
中
心
に

紹
介
し
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
、
自

主
的
で
合
理
的
に
行
動
す
る
賢
い
消

費
者
と
し
て
。
明
日
の
暮
ら
し
に
役

立
て
て
い
た
だ
く
た
め
の
も
の
で
す
。

学
生
就
職
情
報
室

　
〔
求
人
資
料
の
公
開
〕

　
学
生
就
職
情
報
室
（
岡
崎
商
工
会

議
所
内
）
で
は
、
９
月
1
0
日
出
か
ら

求
人
内
容
（
募
集
人
員
、
採
可
条
件

な
ど
）
の
資
料
を
公
開
し
ま
す
。

　
1
0
月
１
日
か
ら
始
ま
る
会
社
訪
問
、

説
明
会
に
備
え
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

市
・
県
民
税
（
特
別
徴
収
）

国
　
　
税
（
源
泉
徴
収
）

の
納
期
限
に
つ
い
て

収
納
課
整
理
係

岡
崎
税
務
署

豊
2
3
－
６
１
２
５

ｅ
Ｓ
-
ｃ
Ｄ
ｉ
ｎ
~

　
す
で
に
ご
承
知
の
こ
と
と
思
い
ま

す
が
、
金
融
機
関
で
は
、
８
月
か
ら

毎
月
第
２
土
曜
日
が
休
業
日
と
な
り

ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
市
・
県
民
税
（
特
別
徴
収
）

及
び
国
税
（
源
泉
徴
収
）
の
納
期
限

は
、
通
常
翌
月
の
1
0
日
で
す
が
、
今

月
の
よ
う
に
1
0
日
が
土
曜
日
に
あ
た

る
場
合
は
、
納
期
限
が
、
翌
々
日
の

1
2
日
（
月
曜
日
）
に
な
り
ま
す
。

老
人
健
康
講
座

保
健
課
健
康
管
理
係

　
　
　
　
　
　
豊
2
3
－
6
0
８
４

　
期
日

～
３
時

９
月
2
9
日
困
　
午
後
１
時

　
会
場
　
市
役
所
　
六
階
第
一
大
会

議
室
（
当
日
、
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
）

　
対
象
　
市
内
在
住
の
6
0
歳
以
上
の

か
た内
容
講
師

老
眼
と
老
人
性
白
内
障

眼
科
医
師
　
鍋
田
正
氏

母
乳
は
自
然
の

　
　
や
さ
し
い
贈
り
も
の

　
　
母
乳
教
室

保
健
課
健
康
管
理
係

　
　
　
　
き
2
3
－
6
0
８
４

　
日
時
　
９
月
1
9
日
側
　
午
後
１
時

～
３
時

　
会
場
　
市
役
所
　
六
階
第
一
大
会

議
室
（
当
日
、
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
）

　
対
象
　
母
乳
で
育
児
し
た
い
と
思

っ
て
い
る
妊
婦
の
か
た

　
内
容
　
母
乳
育
児
に
つ
い
て
の
話
、

産
後
の
乳
房
マ
ッ
サ
ー
ジ
に
つ
い
て

　
講
師
　
保
健
婦

　
伊
藤
す
み
ゑ
氏

※
　
母
子
手
帳
を

　
お
持
ち
の
か
た

　
は
当
日
ご
持
参

　
く
だ
さ
い
。

●

　
各
町
で
き
め
ら
れ
た
粗
大
ゴ
ミ
持

ち
寄
り
場
所
へ
収
集
日
の
午
前
８
時

3
0
分
ま
で
に
持
ち
出
し
て
く
だ
さ
い
。

30
日

吻

29
日

俐

28
日

困

27
日

向

26
日

側

24
日
出

23
日
吻

22
日

困

21
日

困

20
日

(幻

19
日

卯

17
日

出

16
日

廊

収
集

日

Bg ml

　伝曙
　鴛

　パ

井
田

11
区

真

伝

４井
区田

　10
　区

　石
　神

　稲

　熊

井
田

３

４

５

９
区

井

田
１

２

６

７

８
区

勁

　ゝゝ

訟

　ゝゝ

昌

　吋

秋

分

の
日

一休

み－

口滝

ゝゝ

悶

岩大

作

Ｓ

昌
喬

今
木

駒真μ

豺

糾
い

和束

　｀阿
東知

蔵和
前１
北区

　　西
　　阿
　　知

川仁

越木

　仁
　木

　団

　地

　仁
　木

桑

原

細

川

｜

　収

　集

　町

　名
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市政だより15 －　昭和58年９月１日

第15回

岡
崎
市
民
陸
上

選
手
権
大
会

教
育
委
員
会
体
育
課

　
　
　
　
　
　
豊
2
3
－
６
3
6
3

　
日
時

開
会
式

９
月
1
1
日
間
　
午
前
９
時

　
会
場
　
愛
知
県
岡
崎
総
合
運
動
場

　
参
加
資
格
　
有
内
に
在
住
、
在
勤
、

在
学
の
か
た
。
た
だ
し
、
小
・
中
学

校
、
高
校
の
児
童
、
生
徒
は
学
校
長

の
出
場
許
可
の
あ
る
か
た

　
競
技
種
目
　
別
表
の
と
お
り

　
参
加
料
（
傷
害
保
険
料
な
ど
含
む
）

　
Ｏ
個
人
種
目
　
小
学
生
一
人
＝
百

五
十
円
　
中
学
生
一
人
＝
二
百
円

高
校
・
一
般
上
二
百
円

　
Ｏ
リ
レ
ー
種
目
　
小
学
校
一
チ
ー

ム
ー
百
五
十
円
　
中
学
校
一
千
－
ム

｜

＝
二
百
円
　
高
校
・
一
般
一
チ
ー
ム

ー
三
百
円

　
申
込
方
法
　
９
月
５
ロ
㈲
ま
で
に
、

岡
崎
市
教
育
委
員
会
体
育
課
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
個
人
二

般
男
・
女
）
の
申
込
み
に
つ
い
て
は

電
話
で
も
け
っ
こ
う
で
す
。

　
そ
の
他

①
　
参
加
料
は
、
大
会
当
日
受
付
に

　
て
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。

②
　
雨
天
の
場
合
は
、
小
学
校
の
部

　
の
み
中
止
し
ま
す
。
（
午
前
７
時

決
定
　
連
絡
先
公
4
6
－
2
2
2
1
）

③
　
大
会
開
催
中
に
お
け
る
傷
害
な

　
ど
に
つ
い
て
、
応
急
処
置
は
し
ま

　
す
が
、
そ
の
後
の
責
は
負
い
ま
せ

　
ん
の
で
、
こ
の
主
旨
を
承
諾
の
う

　
え
、
参
加
く
だ
さ
い
。
な
お
参
加

　
者
の
か
た
は
、
一
日
傷
害
保
険
に

　
加
入
し
ま
す
。

種別 種　　　　　　目

一般

男子

100 m、400 m、1,500 m、5,000 m

スウェーデンリレー、走幅跳、

走高跳、砲丸投

一般

女子

lOOm、200 m、400 mリレー、

走幅跳、走高跳、砲丸投

嵩校

男子

100 m、400 m、1,500m、5,000m

UOmハードル､スウェーデンリレー．

走幅跳、走高跳、砲丸投

高校

女子

100 m､200 m､800 m､100 mハードル、

400 mリレー、走幅跳、走高跳、

砲丸投

中学

男子

100 m、400 m , 800 m、3,000m,

110mハードル、800 m リレー、

走幅跳、走高跳、砲丸投

中学

女子

100 m、200 m、800 m , 400inリレー、

100 mハードル、走高跳、走幅跳、

砲丸投

小学

男子

100 m、400 m リレー、

走幅跳、走高跳、

小学

女子

100 m、400 mリレー、

走幅跳、走高跳、

動
物
の
無
料
相
談
と

　
　
子
犬
の
譲
渡
会

　
　
　
　
　
岡
崎
保
健
所

　
　
　
　
　
　
　
豊
2
2
－
2
5
0
1

聯
勣
物
の
無
料
相
鮫

　
日
時
　
９
月
2
2
日
俐
　
午
前
1
0
時

～
正
午
　
午
後
１
時
～
３
時

　
場
所
　
束
公
園
　
野
外
ス
テ
ー
ジ

広
場
　
対
象
動
物
愛
が
ん
用
動
物

　
相
談
内
容

Ｏ
　
動
物
の
病
気
と
正
し
い
飼
い
方

Ｏ
　
寄
生
虫
の
検
査
（
親
指
頭
大
の

　
便
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
）

・
子
犬
の
無
料
譲
渡
会
（
午
後
１
時

か
ら
）

　
子
犬
を
二
十
頭
程
度
用
意
し
て
い

ま
す
の
で
、
希
望
者
に
は
差
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
、
二
王
二
ヵ
月
の
子
犬

を
譲
渡
し
て
い
た
だ
け
る
か
た
は
、

午
前
中
に
東
公
園
ま
で
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

秋
の
木
曽
路
を
歩
こ
う

ユ
ー
ス
ー
ラ
リ
ー
開
催

愛
知
ユ
ー
ス
ー
ホ
ス
テ
ル
協
会
岡
崎
支
部

　
　
　
　
　
　
　
　
a
2
3
‐
1
6
3
6
3

　
期
日
　
1
0
月
９
日
㈲
・
1
0
日
励

一
泊
二
日

　
集
合
　
1
0
月
９
日
間
　
午
前
７
時

3
0
分
　
国
鉄
名
古
屋
駅
南
口
（
改
札

口
付
近
）

　
コ
ー
ス
及
び
宿
泊
地

Ｃ Ｂ Ａ コ１

開

山

高

原

１

祭

１

晨

一

日

目

瀞
沼

地

］
一
一
日

目

　
資
格
　
健
康
な
か
た
な
ら
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　
募
集
人
員
　
五
十
名

　
費
用
　
一
万
一
千
円
（
宿
泊
費
・

交
通
費
・
保
険
料
を
含
む
）

　
申
込
み
　
９
‐
U
1
0
日
出
ま
で
に
、

は
が
き
に
住
所
。
氏
名
、
年
齢
、
性

別
、
電
話
番
号
、
希
望
コ
ー
ス
（
第

２
希
望
ま
で
）
を
記
入
し
、
〒
四
四

四
　
岡
崎
市
十
王
町
二
丁
目
九
番
地

岡
崎
市
教
育
委
員
会
体
育
課
ユ
ー
ス
ー

ラ
リ
ー
あ
て
に
巾
し
込
み
く
だ
さ
い
。

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

　
そ
の
他
　
剛
申
込
み
後
、
詳
細
を

ご
連
絡
し
ま
す
。
倒
行
事
中
の
傷
害

な
ど
に
つ
い
て
、
応
急
処
置
は
し
ま

す
が
、
そ
の
後
の
責
は
負
い
ま
せ
ん
。
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愛
知
県
労
働
協
会

岡
崎
勤
労
福
祉
会
館

教
室
1
0
月
生
募
集

岡
崎
勣
労
福
祉
会
館

　
　
　
　
　
　
豊
5
3
1
1
1
1
ｒ
）
≫
-

　
愛
知
県
労
働
協
会
で
は
、
岡
崎
勤

労
福
祉
会
館
に
お
い
て
文
化
学
園
を

開
設
し
。
各
種
講
座
を
開
き
ま
す
。

科目名 講習日 時間 講師(敬称略)
募集
人員
受嘲(一冊)
(入会會なし)

テニス

(軟式)

開始日(IO/3)

月４回月曜日

10:30

～12:30

日本テニス普･岐協会
　指導貝

　　安藤元吉

　名

15
３ヵ月

6,900円

日本画

　!(10/6〉

月2回水m日

（第1・３週）

10:30

～12:30

創画会々友

　平松礼二 15
3 ヵ月円

5,100円

書道

(総合)

　/(10/7}

月４回金曜日

10:30

～12:30

日咲会友
巾日書道会,糾議貝･審査貝

　　石Ml小歩
15
３ヵ月

7,200円

女僅体力

つくり

　!(10/7)

月４回金曜日

10:30

~12:30

体育桁≪謡

　安田景子 15
３ヵ月

6.900円

　
申
込
先
　
岡
崎
勤
労
福
祉
会
館

　
（
上
地
町
）
a
5
3
－
1
1
5
1

　
受
付
　
９
月
５
日
㈲
か
ら
毎
日
電

話
に
よ
り
予
約
申
込
み
を
受
け
付
け

ま
す
。
た
だ
し
、
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
。
（
９
時
～
2
0
時
）

　
申
込
み
　
開
設
日
ま
で
に
受
講
料

を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

センチメートル）(杓33･

↑
ｌ
～
～
～
～
～
～
～
～
～
‘

ソo oO c／)c／^心心e／3-心ｔ／Ｑなｔａゾ５tｙ■^(/)c／５いい匹いｅ／7!ｅ／３ｔ／ａいｃ／ａゾ){ぶ／９ｔ／ｇｔ４／}四e／り^i／}i

　
図
書
館
よ
り
。
新
着
図
書
（
新

し
く
入
っ
た
本
）
の
一
部
を
大
人
、

子
ど
も
別
に
紹
介
し
ま
す
。

　
　
【
大
人
向
け
新
着
図
書
】

村
上
春
樹
「
中
国
行
き
の
ス
ロ
ー

ボ
ー
ト
」
（
中
央
公
論
社
）

▽
　
ぼ
か
な
ユ
ー
モ
ア
と
ぺ
１
ソ

　
ス
が
漂
う
作
者
の
最
初
の
短
編

　
集
。
六
網
が
収
録
し
て
あ
る
。

ガ
ル
シ
ア
ー
マ
ル

ケ
ス
『
族
長
の
秋
』

（
集
英
社
）

▽
　
架
空
の
小
国

　
に
君
臨
す
る
大

　
統
領
の
奇
行
、

　
悪
行
。

　
　
一
九
八
二
年

　
ノ
ー
ベ
ル
文
学

　
賞
作
家
マ
ル
ケ

　
ス
の
最
新
作
。

小
瀧
達
郎
『
巴
里

の
大
道
芸
人
』
（
求

龍
堂
）

一読書で心の豊かさをー

新着図書のご案内

▽
　
パ
リ
の
街
を
さ
ま
よ
い
つ
つ
、

　
街
角
の
劇
場
を
写
真
集
に
よ
っ

　
て
楽
し
ん
で
み
て
は
い
か
が
。

　
な
お
、
９
月
と
1
0
月
は
行
楽
案

内
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
、
そ
の

関
係
の
本
を
そ
ろ
え
て
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
　
「
子
ど
も
向
け
新
着
図
書
」

ド
リ
ア
ン
『
わ
に
の
は
い
た
』
（
大

日
本
図
書
）

▽
　
話
が
単
純
で
、
読
書
に
慣
れ

　
て
い
な
い
子
で
も
読
め
そ
う
。

波
辺
一
夫
『
地
図
を
楽
し
も
う
』

（
あ
か
ね
書
房
）

▽
　
地
図
に
親
し
み
、
実
際
に
使

　
い
こ
な
せ
る
よ
う
、
写
真
と
図

　
版
で
や
さ
し
く
教
え
て
く
れ
る
。

図書館豊51－225 1

大
野
進
「
地
震
の

な
ぞ
を
さ
ぐ
れ
」

（
あ
か
ね
書
房
）

▽
　
劇
画
や
イ
ラ

　
ス
ト
を
ず
い
所

　
に
配
し
、
読
み

　
や
す
い
工
夫
が

　
し
て
あ
る
。

松
田
忠
徳
「
火
山

と
た
た
か
う
町
」

（
大
日
本
図
書
）

▽
　
昭
和
5
2
年
に

　
起
き
た
北
海
道

　
脊
命
山
大
噴
火
の
よ
う
す
と
、

　
再
建
を
め
ざ
す
人
々
の
姿
を
克

　
明
に
記
録
し
て
あ
る
。

黒
沼
ユ
リ
子
「
わ
が
祖
国
の
チ
ェ

コ
の
大
地
よ
」
（
リ
ブ
リ
オ
出
版
）

▽
　
著
者
は
、
チ
ェ
コ
留
学
の
経

　
験
の
あ
る
バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
。

　
副
題
に
も
あ
る
と
お
り
、
音
楽

　
家
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
の
物
語
。

～
～
～
～

e／き匹Os∂へ^<i／}，
-・－

昭
和
5
9
年

歌
会
始
の
お
題
と

詠
進
歌
の
詠
進
要
領

愛
知
県
地
方
課

ａ
０
5
２
1
9
６
1
２
1
1
1

　
お
題
「
緑
」

　
詠
進
要
領
　
○
自
作
の
歌
で
一
人

一
首
と
し
、
未
発
表
の
も
の
　
＠
用

紙
は
、
半
紙
と
し
、
毛
筆
で
自
書
し

た
も
の
（
病
気
又
は
身
体
障
害
の
た

め
自
書
す
る
こ
と
が
で
き
ず
に
、
他

人
が
代
筆
し
た
場
合
は
、
そ
の
理
由

を
書
い
た
も
の
を
添
え
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
盲
人
の
か
た
は
、
点
字
で
差

し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
）

　
書
式
　
半
紙
を

二
つ
折
り
に
し
、

開
い
て
、
右
半
面

に
お
題
と
歌
、
左

半
面
に
下
の
書
式

図
の
と
お
り
必
要

事
項
を
記
載
し
て

く
だ
さ
い
。

（
約
割
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）

畷
　
貫

緑

　
詠
進
期
間
　
９
月
１
日
～
1
0
月
‥
１
１
一

日
（
1
0
月
い
１
１
に
日
ま
で
の
消
印
有
効
）

　
あ
て
先
　
〒
1
0
0
　
東
京
都
千
代
田

区
千
代
田
一
番
一
号
　
宮
内
庁

　
封
筒
に
「
詠
進
歌
」
と
書
き
添
え

て
く
だ
さ
い
。



　　お　か　ざ　き

お知らせ㎜
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『９月はフツ素塗布の予約日

　　　　　　　が変わります』
　　　㎜　　　　　　㎜　　　　㎜　㎜
岡崎保健所　豊22－2 5 0 1

　今月は、23口吻が祝日のた
め30日吻になりま才。受付時
間は午前9時～11時です。

②
　
生
活
保
護
法
な
ど
の
施
策
で
受

　
便
又
は
受
尿
装
具
類
の
支
給
又
は

　
助
成
を
受
け
て
い
な
い
か
た

③
　
対
象
と
な
る
か
た
の
属
す
る
世

　
帯
の
前
年
の
所
得
税
額
が
、
十
五

　
万
六
千
円
以
下
で
あ
る
か
た

　
助
成
類
　
月
額
三
千
五
百
円
　
た

だ
し
、
人
工
肛
門
、
人
工
膀
胱
の
双

方
造
設
者
は
倍
額

　
助
成
の
申
請
方
法
　
所
定
の
申
請

書
に
必
要
書
類
を
添
え
て
、
岡
崎
市

社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　
※
　
申
請
書
は
、
岡
崎
市
社
会
福

　
　
祉
協
議
会
に
あ
り
ま
す
。

　
申
請
期
限
　
９
月
3
0
日
ま
で
に
申

請
の
あ
っ
た
か
た
で
、
昭
和
5
8
年
４

月
3
0
日
以
前
か
ら
造
設
し
て
い
る
か

た
は
、
昭
和
5
8
年
４
月
か
ら
適
用
さ

れ
ま
す
。
1
0
月
１
日
以
降
。
に
申
請
さ

れ
た
か
た
は
、
申
請
さ
れ
た
月
か
ら

助
成
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
主
催
　
愛
知
県
医
師
会
・
岡
崎
市

医
師
会

　
後
援
　
愛
知
県
・
岡
崎
市
・
幸
田

町
・
額
田
町

人
工
肛
門
人
工
瞭
膨

　
　
　
造
設
者
へ
の

　
装
具
費
助
成

岡
崎
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
豊
2
3
－
８
７
0
5

　
愛
知
県
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
、

人
工
肛
門
又
は
人
工
膀
胱
を
造
設
し

て
い
る
か
た
に
対
し
、
助
成
金
が
支

給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
装
具
の
種
類
　
人
工
肛
門
受
便
器

及
び
人
工
膀
胱
受
尿
器
具

　
助
成
の
対
象
と
な
る
か
た
（
次
の

項
目
の
全
て
に
該
当
す
る
か
た
）

①
　
岡
崎
市
に
住
所
を
有
す
る
か
た

保
健
課
か
ら
の

　
　
　
お
知
ら
せ

保
健
課
保
健
係
豊
2
3
－
６
1
７
９

▼
老
人
・
成
人
の
一
般
健
康
診
査
に

　
つ
い
て

　
成
人
・
老
人
の
一
般
健
康
診
査
受

診
に
つ
い
て
該
当
の
方
に
御
通
知
い

た
し
ま
し
た
が
、
つ
ぎ
の
実
施
医
療

機
関
が
脱
落
し
て
い
ま
し
た
の
で
追

加
訂
正
い
た
し
ま
す
。

　
石
川
医
院
（
下
佐
々
木
）
、
岡
田

胃
腸
科
（
若
松
東
）
。
し
ま
だ
小
児

科
内
科
（
明
大
寺
）
、
山
本
医
院
（
井

田
）
、
山
本
医
院
（
羽
根
）

▼
お
詫
び
と
訂
正

　
市
政
だ
よ
り
「
８
月
1
5
日
号
」
の

1
7
ペ
ー
ジ
、
３
種
混
合
の
予
防
接
種

の
中
で
、
２
期
の
対
象
児
が
、
「
昭

和
5
4
年
1
2
月
3
1
日
以
前
出
生
の
・
：
」

と
あ
る
の
は
、
「
昭
和
5
5
年
1
2
月
3
1
日

以
前
出
生
の
…
」
の
誤
り
で
す
。
ま

た
、
３
腫
混
合
・
麻
し
ん
（
は
し
か
）

の
接
種
医
療
機
関
の
表
の
中
で
、
東

蔵
前
町
　
大
山
医
院
雲
4
5
－
2
0
1

5
　
が
脱
落
し
て
い
ま
し
た
。

　
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

神
経
難
病
の

検
診
相
談
・
講
演
会

岡
崎
市
医
師
会
魯
5
2
－
1
5
7
1

　
日
時
　
1
0
月
８
日
出
　
午
後
１
時

3
0
分
～
４
時
5
0
分

　
会
場
　
岡
崎
市
医
師
会
館

　
対
象
　
神
経
難
病
で
は
な
い
か
と

心
配
し
て
い
る
か
た
（
原
因
不
明
で

歩
行
が
困
難
に
な
っ
た
・
筋
力
の
萎

縮
、
脱
力
な
ど
で
、
日
常
動
作
が
不
自

由
に
な
っ
た
・
な
ど
）
、
難
病
で
療
養

生
活
を
送
っ
て
い
る
か
た
、
難
病
の

地
域
ケ
ア
に
関
心
の
あ
る
か
た
な
ど

　
申
込
方
法
　
往
復
は
が
き
に
、
住

所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号
、

検
診
相
談
希
望
か
講
演
会
の
み
希
望

か
の
別
、
さ
ら
に
送
迎
が
必
要
な
場

合
は
そ
の
事
情
を
具
体
的
に
記
入
し
、

〒
四
四
四
　
岡
崎
市
明
大
寺
町
字
逆

城
ヶ
入
五
－
三
　
岡
崎
市
医
師
会
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
申
込
期
限
　
９
月
1
0
日
出
　
消
印

有
効
（
た
だ
し
、
会
場
と
時
間
の
都

合
で
、
検
診
相
談
は
二
十
名
、
講
演

会
は
百
五
十
名
ま
で
で
す
）

献血にご協力くださいが

血用血液が大変不足しております。禾
　　　健康な時にあなたもご協力ください。

　献血してくださったかたには、血液検査を無料で行い

個人あて通知します。

（2)胆道閉塞・骨疾患検査

（4）急性肝炎・肝硬変病検査

(6)コレステロール検査

　　　(1)肝機能検査

　　　(3)総たん白検査

　　　(5)腎機能検査

献血日程

日 時　間 場　　所 主　　催

９月９日

　吻

-
午前10時－

午前11時30分

万有製薬㈱

　久後･崎工場

万有製薬㈱

　従業貝献血会

午後零時3曖

午後3時30分

篭・公園

　　　　街頭)

葵ライオンズ･クラブ

　(都､献趾の受■Miitf:

９月11日

　(日)

午前10時－

　午後３時

セルピ西

　　　　(街頭)

立正佼正会

道広会

９月14日

　俐

午前10時～

午前il畔30分

社会保険事務所

　　　　(朝日町)

社会保険事務所

　　　　献血会

午後１時～

　午後３時

岡崎国立研究機構

　　　　　食堂

岡崎国立研究磯構

　　　　献血会

午前10時～

　午後３時
市立岡崎病院内

岡崎地区

献血推進協議会

９月20日

　㈲

午前lOflilF～

　正午

細川学区

　市民ホーム

細川学区献血会

奥殿学区献血会

午後1 時～

　午後３時
葵農協岩津支店

岩津学区献血会

恵田学区献血会

午前10時～

　午後4時

日清紡㈱

　美合工場

日清紡㈱美合工場

　　　　献血会

※献血の問合せ先……岡崎地区献血推進協議会

　　　　　　　　　（援護助成課内）き23－6 14 5
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お知らせー

　＿　　ｔ，

　
試
験
日
時
　
Ｈ
一
月
2
0
日
向
　
ペ
ン

字
＝
午
前
1
0
時
　
毛
筆
＝
午
後
１
時

　
試
験
会
場
　
岡
崎
市
民
会
館

　
試
験
科
目
　
実
技
と
理
論

　
資
格
　
学
歴
、
年
齢
な
ど
制
限
な
し

　
申
込
先
　
岡
崎
書
道
ペ
ン
字
検
定

協
会
事
務
局
（
明
大
寺
町
菩
提
円
一

三
－
二
一
）
豊
5
1
－
2
6
7
1

　
申
込
期
限
　
1
0
月
2
0
日
困
ま
で

※
　
申
込
願
書
は
、
事
務
局
に
用
意

　
し
て
あ
り
ま
す
。

　
主
催
　
日
本
書
写
技
能
検
定
協
会

　
　
　
　
岡
崎
書
道
ペ
ン
字
検
定
協
会

　
後
援
　
岡
崎
市
教
育
委
貝
会

｜

｜

「
パ
ソ
コ
ン
入
門
Ｌ

　
受
講
者
募
集

岡
崎
職
業
訓
練
校
き
5
1
－
0
７
7
5

日
時

２
口
］

(日)

一
コ
ー
ス
＝
1
0
月
１
日
出
、

ニ
コ
ー
ス
＝
1
0
月
８
日
出

９
日
向
　
そ
れ
ぞ
れ
午
前
９
時
Ｉ
午

後
４
時
4
0
分

　
場
所
　
岡
崎
職
業
訓
練
校

　
受
講
対
象
　
勤
労
者
で
、
「
パ
ソ

コ
ン
」
を
初
め
て
お
ぽ
え
た
い
か
た

　
講
習
内
容
　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の

操
作
方
法
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
な
ど

　
受
講
料
　
無
料
（
た
だ
し
、
教
材

費
一
部
負
担
）

　
申
込
期
限
　
９
月
1
7
日
出
ま
で

た
だ
し
、
定
貝
（
各
2
4
名
）
に
な
り

次
第
締
め
切
り
ま
す
。

　
申
込
方
法
　
受
講
申
請
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
岡
崎
職
業
訓
練
校

　
（
美
合
町
字
平
端
二
十
四
）
へ
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
他
　
受
講
申
請
書
の
交
付
及

び
問
い
合
せ
は
、
岡
崎
職
業
訓
練
校
へ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
遠
く
離
れ
て
暮
ら
し
て
い
る
お
じ

い
さ
ん
や
お
ば
あ
さ
ん
へ
、
あ
る
い

は
、
お
知
り
合
い
の
お
年
寄
り
の
か

た
へ
、
お
祝
い
や
励
ま
し
の
お
便
り
、

き23－621 5

豊53-61 61

商工労政課

商工会議所
商工相談

（注）経営相談は予約制ですから早目にお申込みください。

－

〔岡崎市〕

品
物
を
郵
便
で
お
送
り
し
て
は
、
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
心
の
こ
も
っ
た
便
り
や
品
物
は
、

敬
老
の
日
の
何
よ
り
の
贈
り
物
と
な

る
で
し
ょ
う
。

名　　称 相談日 相談　時　間 相談場所 相談　貝

経営相談 ９月８日困 午後１時～4時 商工労政課 服部臣宏先生

金融相談 　毎　　日(岸昌計)
平日午前８時3a分~午後5時

商工労政課 商工労政課職員
土曜日午後12時30分まで

巡回商工相談

(経営金融相談)

９月13日脚
午前９時30分～正午まで 岩津市民センター

商工労政課職貝

商工会議所経営指導貝

午後１時30分～４時まで 葵農協常磐支店

9 月27日㈹
午前９時30分～正午まで 矢作商店街栂事務所

午後１時30分～4 時まで 福岡市民ホーム

(注)金融相談で、商工巾金は９月９日(金)、中小公庫は9 月22日困

　　なお、相談時間は午前10時~午後３時です。
〔岡崎商工会議所〕

名　　称 相談日 相談時間

経営相談 ９月７日附
午後1時~5時

商店経営相談 ９月19日(月)

経営(労務)相談 ９月21日出 午後1時~4時

下請あっ旋

出張相談
９月8 日附

午前10時～

　午後４時

名　称 相　談　日 相談時間

税務相談 毎週火曜日 各午前10時～

　午後４時法律相談 9 月5日凹、19日㈲

発明相談 ９月２日崩、16日圏 各午後1時~5時

金融相談 毎　　　日
午前9時-午後5時

(岸昌肘)

敬
老
の
日
に

　
お
便
り
を

岡
崎
郵
便
局
　
豊
2
2
－
７
０
８
７

　
９
月
1
5
日
は
敬
老
の
日
で
す
。
こ

の
ｄ
は
、
お
年
寄
り
を
敬
愛
し
、
そ

の
長
寿
を
お
祝
い
す
る
た
め
に
設
け



　　お　か　ざ　き

お知らせ㎜

市政だより19-　昭和58年９月１日

生活課市民相談係

豊23－6492～6494
市民相談　｀^^ ・’

{(

　市民相談係では、つぎのような相談を行っております。お

気軽にご相談ください。

毎日行っている相談

S I

に
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
よ
う

に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

県
民
サ
ー
ビ
ス

　
　
コ
ー
ナ
ー

公
2
4
－
1
８
5
８

○
地
震
パ
ネ
ル
展
－
防
災
の
日
に
ち

な
ん
で
１
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
％

○
訪
問
販
売
の
知
識
パ
ネ
ル
展

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
％
～
％

○
愛
知
の
姉
妹
州
紹
介
写
真
展
－
豪
・

ビ
ク
ト
リ
ア
州
の
鉄
路
－
　
％
１
％

つて右側です。

※相談は、すべて無料・秘密です。

※市民相談係は市役所正而玄関を入

｜｜

○
印
鑑
に
ま
つ
わ
る
生
活
ト
ラ
ブ
ル

写
真
展
　
　
　
　
　
　
　
　
％
～
％

○
ビ
ル
マ
写
真
１
　
　
　
　
　
％
～
％

〇
高
浜
お
ま
ん
と
祭
写
真
展
％
～
％

・
各
種
相
談
コ
ー
ナ
ー
（
交
通
事
故
、

法
律
、
婦
人
職
業
（
パ
ー
ト
）
な
ど

の
無
料
相
談
）
　
　
　
　
　
常
　
時

　
開
設
時
間
　
午
前
1
0
時
か
ら
午
後

６
時
ま
で
（
原
則
と
し
て
木
曜
日
休

み
）
　
と
こ
ろ
　
岡
崎
県
民
サ
ー
ビ
ス
コ

ー
ナ
ー
（
康
生
通
西
　
シ
ビ
コ
三
番

街
３
階
　
酋
2
4
1
1
8
5
8
）

ご
寄
附
・
ご
寄
贈
を

　
あ
り
が
と
う

　
ご
ざ
い
ま
し
た

(敬称略)

▼
六
名
学
区
婦
人
会
▼
岡
崎
信
用
金

庫
▼
伊
藤
義
郎
（
井
田
町
）
▼
大
川

英
男
（
井
田
新
町
）
▼
5
7
年
度
愛
宕

小
学
校
卒
業
生
保
護
者
一
同
▼
5
7
年

度
六
ッ
美
北
部
学
区
婦
人
会
▼
杉
山

か
よ
子
（
上
佐
々
木
町
）
▼
稲
熊
保

育
園
母
の
会
▼
岡
崎
薬
業
協
同
組
合

▼
根
石
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
▼
根
石
小
学

校
友
交
会
▼
浅
田
重
雄
（
大
平
町
）

▼
環
境
緑
化
コ
ン
ク
ー
ル
受
賞
報
告

会
▼
若
山
治
郎
（
康
生
通
西
）
▼
山

崎
満
（
下
三
ッ
木
町
）
▼
広
幡
小
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
▼
長
谷
川
建
夫
（
羽
根
町
）

▼
杉
山
谷
蔵
（
中
島
町
）
▼
大
河
内

克
彦
（
福
岡
町
）
▼
福
岡
中
学
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
▼
谷
川
一
男
（
滝
町
）
▼
畔
柳

寛
昭
（
六
供
本
町
）
▼
広
幡
幼
稚
園

Ｐ
Ｔ
Ａ
▼
高
橋
自
動
車
販
売
㈱
▼
石

川
幸
男
（
東
阿
知
和
町
）
▼
岡
崎
美

術
協
会
▼
社
会
福
祉
法
人
中
日
新
聞

杜
会
事
業
団
▼
社
会
福
祉
法
人
東
海

テ
レ
ビ
福
祉
文
化
事
業
団
▼
和
ｍ
か

な
え
（
北
野
町
）
▼
草
野
信
隆
（
明

大
寺
町
）
▼
井
出
学
区
総
代
会
▼
生

平
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
▼
天
野
要
治
（
井

田
町
）
▼
岡
崎
宇
頭
土
地
区
画
整
理

組
合
▼
細
川
学
区
総
代
会
▼
東
海
衣

料
組
合
▼
東
海
中
学
校
協
力
会
▼
松

原
政
雄
（
亀
井
町
）
▼
常
磐
中
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
▼
前
川
修
（
本
町
通
）
▼
草

野
球
チ
ー
ム
ベ
ス
ト
ナ
イ
ン

㈱
社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行

▼
中
部
サ
ン
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
▼

原
田
力
（
伊
賀
町
）
▼
㈱
ユ
ー
キ
チ

従
業
員
一
同
▼
岡
崎
市
斎
場
▼
匿
名

の
か
た
１
名

１ 岡崎市の人□ １
昭和58年8月1 日現在

　男136.485人　　48人増

　女139.106人　　128人増

　計275.591人　　176人増

世帯数[81,757世帯61世帯減

家
出
防
止
は

　
家
庭
か
ら

岡
崎
警
察
署
　
豊
5
1
－
5
６
1
1

　
　
。
親
子
の
対
話
″
こ
そ
、
家
出
防

止
の
最
良
策
で
す
。
子
ど
も
に
不
審

な
態
度
が
み
ら
れ
た
ら
、
親
の
方
か

ら
積
極
的
に
話
し
か
け
、
ど
ん
な
小

さ
な
こ
と
、
つ
ま
ら
な
い
こ
と
で
も

真
剣
に
耳
を
傾
け
て
あ
げ
る
こ
と
が

子
ど
も
の
悩
み
を
知
る
最
良
の
方
策

で
す
。
日
常
の
会
話
の
中
か
ら
、
子

ど
も
の
悩
み
を
感
じ
と
っ
て
、
早
め

名　称 内　　‘　　　　　容

行政相談 市政に対する苦情・要望・意見・柑談・問合せ

生活相談 日常生活から生じるいろいろな困りごとの相談

交通事故相談 交通事故の賠價問題、保険請求手続き､示談の進め方などの相談

高齢者職業相談 45歳以上のかたの求人・求職の相談と紹介O23一一6490

特別の日に行っている相談(^m 1m~ゆ
名　　　　称 相談日 相談員

心配ごと・人権相談 9 嘔昌 人権mm委員

困りごと・行政相談 ,昭昌 行政相談委貝

法　律　相　談　(琵に特記)

　　　　Iti口(令
　９月雲附

---------一一一一一
　10月刮:昌

弁　護　士

住宅金融公庫
融　資　和　談

９月９日吻
住宅金融公庫
相　談　貝

税　金　相　談 ９月８日俐 税　理　士

登　記　相　談 ９月8 刊和
司法書士
土地家屋訓査士

建　築　相　談 ９月21日團 建　築　士

測量設計相談 9 月22日困 測　量　士



- 20

日
曜
施
設
め
ぐ
り

秘
書
課
広
報
堡
‘
2
3
－
６
０
３
３

　
期
日
　
1
0
月
９
日
、
2
3
日
、
1
1
月
６
日

　
見
学
先
　
。
岡
崎
鳳
来
教
育
林
　
シ
ャ

ク
ナ
ゲ
の
里
”
　
（
南
設
楽
郡
鳳
来
町
大
字

川
合
）

　
参
加
資
格
　
市
内
に
在
住
、
在
勤
、
在

学
し
て
い
る
小
学
生
以
上
の
か
た
で
、
五

人
以
下
の
グ
ル
ー
プ
（
例
え
ば
一
家
族
ご

と
）
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、

小
・
中
学
生
は
保
護
者
同
伴
に
限
り
ま
す
。

　
募
集
人
員
　
各
日
と
も
4
4
人

　
申
込
方
法
　
は
が
き
に
、
参
加
者
全
員

の
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
参

加
を
希
望
す
る
日
を
記
入
し
て
、
〒
四
四

四
　
岡
崎
市
十
王
町
２
丁
目
９
番
地
　
岡

崎
市
役
所
秘
書
課
広
報
（
日
曜
施
設
め
ぐ

り
）
係
へ
９
月
2
0
日
（
消
印
有
効
）
ま
で

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
応
募

者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
の
う
え
決
定
し
、

全
員
に
連
絡
し
ま
す
。

　
集
合
時
間
・
集
合
場
所
　
各
日
と
も
午

前
９
時
・
市
役
所
束
玄
関
市
民
コ
ー
ナ
ー

　
解
散
（
市
役
所
到
着
）
予
定
時
間
　
午

後
４
時
3
0
分

　
参
加
費
　
無
料

　
持
ち
も
の
　
昼
食
・
水
筒
な
ど

　
そ
の
他
　
①
山
歩
き
の
で
き
る
服
装
で

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
②
現
地
で
は
、
シ

ャ
ク
ナ
ゲ
の
即
売
を
し
ま
す
。
③
本
人
の

不
注
意
に
よ
る
事
故
に
つ
い
て
は
、
応
急

措
―
は
し
ま
す
が
、
責
任
は
負
い
ま
せ
ん
。

④
雨
天
で
も
行
い
ま
す
。

〒444岡崎市十王町２丁目９番地　豊23－6033岡崎市市長公室秘書課・編集と発行
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